
未来を創る「探究心」のある児童の育成
～カリキュラム・マネジメントを通した「SDGs」の探究～

◇研究仮説

◇目指す児童像

◇研究主題

①自ら課題を発見し、課題解決に向けた粘り強い
探究活動を通して、自分の考えを発信すること
ができる児童（たくましい子）

②『誰一人取り残さない心』で協働的な学びを通
して、自分も他人も大切にできる児童（心豊か
な子）

①「探究的な学習」の学習方法を確立し、
適切な「学習環境」があれば、探究心
のある児童を育成することができるで
あろう。

②「ＳＤＧｓ」の探究を通して、自分た
ちで何ができるかを考える学習を行え
ば、探究心のある児童を育成すること
ができるであろう。
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（数値的な変化）
⚫ 全国学力・学習状況調査の児童質問紙「総合的な学習の時間では、自分で課題
を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組
んでいますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上になるよう
にする。

⚫ 全国学力・学習状況調査の児童質問紙「学校で、授業中に自分で調べる場面で、
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか（インター
ネット検索など）」「学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか」「学校で、自分の考
えをまとめ、発表する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程
度使っていますか」の各質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上にな
るようにする。

⚫ 全国学力・学習状況調査の児童質問紙「地域や社会をよくするために何をすべ
きかを考えることがありますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８
割以上になるようにする。

⚫ 埼玉県学力・学習状況調査の児童質問紙「自分にはよいところがありますか」
の質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上になるようにする。

⚫ 埼玉県学力・学習状況調査の児童質問紙「むずかしいことでも失敗をおそれな
いで挑戦しようとしていますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８
割以上になるようにする。

⚫ 埼玉県学力・学習状況調査の児童質問紙「先生の話や友達の発表をしっかり聞
き、自分の考えを伝えることができていますか」の質問項目において肯定的な
回答の割合が８割以上になるようにする。

○ 学校全体の変容（数値的な変化・質的な変化）
（質的な変化）

⚫ 探究的な学習を推進することにより、主体的・対話的
で深い学びの実現につながる。

⚫ 児童、教職員、保護者、地域に「SDGs」が浸透する。

（数値的な変化）
⚫ 全国学力・学習状況調査の学校質問紙「児童自ら学級やグループで課題を設定
し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を学ぶ校内
研修を行っ ていますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上に
なるようにする。

⚫ 全国学力・学習状況調査の学校質問紙「調査対象学年の児童に対して、総合的
な学習の時間において、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識
した指導をしていますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上
になるようにする。

⚫ 全国学力・学習状況調査の学校質問紙「教育課程の趣旨について、家庭や地域
との共有を図る取組を行っていますか」の質問項目において肯定的な回答の割
合が８割以上になるようにする。

⚫ 埼玉県学力・学習状況調査の学校質問紙「教科等を相互に関連付けて思考力・
判断力・表現力等を育む指導について、教職員で共通理解を図りましたか」の
質問項目において肯定的な回答の割合が９割以上になるようにする。

○ その他
・学校、家庭、地域の連携が深まる。

◇事業実施による期待される効果
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①内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと
②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと
③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図ってい
くこと

カリキュラム・マネジメント
小学校学習指導要領第1章総則の第１の４において次の3つの側面が示されている。

①教科等横断的な視点
総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム・マネジメント（例）

各教科単元配列表５年

５年の授業時数の弾力化の例

小学校第５学年単元配列表
国語 書写 社会 算数 理科 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語 道徳 総合 特別活動

1 教えて、あなたのこと 1 場面に合わせた書き方のくふう/五年生で学習すること 1 わたしたちの国土（オリエンテーション） 1 学びのとびら 2 雨がとどける春 2 巻頭 5 季節を感じて 1 これまでの学習を家庭科につなげよう 2 集団行動 4 1 Nice to meet you. 1 1 人生という教科 5 課題設定 2 学級目標を決めよう

1 かんがえるのって　おもしろい／続けてみよう 1 はじめの学習 4 世界の中の国土 5 1 整数と小数 8 1 天気の変化 3 1 歌声をひびかせて心をつなげよう 1 1 家族の生活再発見 2 体ほぐしの運動 2 2 When is your birthday? 1 2 ぬぎすてられたくつ 1 ５年生になって

4 なまえつけてよ 1 文字の組み立て方（中と外） 3 国土の地形の特色 6 2 直方体や立方体の体積 2 2 植物の発芽や成長 4 2 クッキング　はじめの一歩

1 図書館を使いこなそう 2 低い土地のくらし/高い土地のくらし

2 漢字の成り立ち

2 春の空

2
きいて、きいて、きいてみよう／【コラ ム】イ ンタビューをするとき

4
きいて、きいて、きいてみよう／【コラ ム】イ ンタビューをするとき

1 文字の組み立て方（中と外） 3 低い土地のくらし/高い土地のくらし 2 2 直方体や立方体の体積 10 2 植物の発芽や成長 1 1 歌声をひびかせて心をつなげよう 5 季節を感じて 4 2 クッキング　はじめの一歩 6 表現運動 4 2 When is your birthday? 1 3 もったいない 6 情報収集(＋１) 2 係をつくろう

1 漢字の広場① 2 文字の組み立て方（中と外）と，穂先の動き 3 国土の気候の特色 4 3 比例 4 2 音の重なりを感じ取ろう 2 3 ソーイング　はじめの一歩 3 体の動きを高める運動 4 3 What do you have on Mondays? 1 4 ぼくがいるよ 1 学習の工夫

7
見立てる／言葉の意味が分かること／【情報】原因と結果

3 あたたかい土地のくらし/寒い土地のくらし(－１) 9 4 小数のかけ算 2 短距離走・リレー 1 5 世界に羽ばたく「航平ノート｣

2 和語・漢語・外来語 1 6 わたしはひろがる

3 日常を十七音で 1 硬筆の学習　文字の組み立て方（中と外） 1 わたしたちの生活と食料生産（オリエンテーショ ン） 9 5 小数のわり算 5 2 植物の発芽や成長 1 2 音の重なりを感じ取ろう 5 糸のこの寄り道散歩 6 3 ソーイング　はじめの一歩 3 保健 4 3 What do you have on Mondays? 1 7 いじめをなくすために 5 情報収集 1 あいさつ

2 古典の世界（一） 1 レッツ・トライ〈文化〉 4 くらしを支える食料生産 5 小数の倍 5 3 メダカのたんじょう 4 3 いろいろな音色を感じ取ろう 2 4 整理・整とんで快適に 2 投の運動 2 4 Can you do this? 1 8 電池が切れるまで 1 安全な登下校

2 【情報】目的に応じて引用するとき 1 筆順と字形 5 米づくりのさかんな地域 2 どんな計算になるのかな？ 4 バスケットボール 1 9 落とし物

5 みんなが過ごしやすい町へ 1 10 言葉のおくりもの

5 みんなが過ごしやすい町へ 1 筆順と字形 3 米づくりのさかんな地域 8 6 合同な図形 1 3 メダカのたんじょう 3 3 いろいろな音色を感じ取ろう 2 糸のこの寄り道散歩 2 4 整理・整とんで快適に 2 バスケットボール 4 4 Can you do this? 1 11 ミッキーマウスの誕生 5 情報整理 3 １学期のまとめをしよう

2 同じ読み方の漢字 1 硬筆の学習　筆順と字形 2 水産業のさかんな地域 4 花のつくり 2 5 できるよ，家庭の仕事 10 水泳 1 12 復興への願い　フェニックス 1 １学期のふりかえり

2 夏の夜 4 台風に備えて

5 作家で広げるわたしたちの読書／カレーライス

1学期

1 からたちの花 1 レッツ・トライ〈メモ〉 5 水産業のさかんな地域 6 7 図形の角 4 4 花から実へ 5 4 和音の移り変わりを感じ取ろう 5 色を重ねて広がる形 6 6 ミシンでソーイング 4 ハードル走 8 P1 パーティーを楽しもう。 1 13 うばわれた自由 6 情報整理(＋１) 2 係の仕事を決め直そう

2 どちらを選びますか 2 文字の大きさ（漢字どうし） 4 これからの食料生産とわたしたち(－１) 12 8 偶数と奇数，倍数と約数 6 5 ふりこ 4 表現運動 1 14 植物とともに　牧野富太郎 6 表現・発信(＋1) 1 ２学期のめあて

3 新聞を読もう 1 15 どろだらけのユニフォーム

2 敬語 1 16 手品師

6 たずねびと

1 漢字の広場②

2 漢字の読み方と使い方 2 文字の大きさ（漢字と平仮名） 1 わたしたちの生活と工業生産（オリエンテーショ ン） 6 9 分数と小数，整数の関係 5 5 ふりこ 5 5 曲想の変化を感じ取ろう 5 色を重ねて広がる形 5 6 ミシンでソーイング 2 ハードル走 8 5 Where is your treasure? 1 17 もう一つの塔 7 課題設定(＋2) 2 学級改善大作戦

2 秋の夕暮れ 1 穂先の動きと，線のつながり 3 くらしを支える工業生産 2 考える力をのばそう 5 6 流れる水と土地 1 7 食べて元気に 1 表現運動 1 18 友のしょう像画 1 学級の友人関係

3 よりよい学校生活のために／【コラム】
意見が対立したときには(−３)

6 自動車をつくる工業 2 算数で読みとこう 3 マット運動 1 19 母とながめた一番星

1 漢字の広場③ 6 10 分数のたし算とひき算 2 ティーボール 1 20 太平洋のかけ橋　新渡戸稲造

6 固有種が教えてくれること
【情報】統計資料の読み方
グラフや表を用いて書こう(－5)

2 穂先の動きと，線のつながり 1 自動車をつくる工業 5 10 分数のたし算とひき算 7 6 流れる水と土地 5 6 詩と音楽の関わりを味わおう 5 色を重ねて広がる形 8 7 食べて元気に 2 ティーボール 6 6 My Hero 1 21 UDって何だろう 15 情報収集(＋5) 3 男女の仲を深めよう

1 古典芸能の世界ー語りで伝える 1 レッツ・トライ〈ポスター〉 5 工業生産を支える輸送と貿易 5 11 平均 2 川と災害 2 持久走 1 22 森の絵 1 身の回りの整理整頓

2 カンジー博士の暗号解読 4 これからの工業生産とわたしたち 10 12 単位量あたりの大きさ 2 7 電流が生み出す力 3 マット運動 1 23 おじいさんのあたたかな目

1 古典の世界（二） 1 24 フジの新しいおびれ

1 漢字の広場④

5 やなせたかしーアンパンマンの勇気 1 レッツ・トライ〈ポスター〉 1 これからの工業生産とわたしたち(－１) 11 13 四角形と三角形の面積 10 7 電流が生み出す力 1 6 詩と音楽の関わりを味わおう 5 コロがるくんの旅 2 7 食べて元気に 2 ティーボール 6 7 Happy New Year 1 25 日本の「まんがの神様｣ 11 情報整理(＋１) 1 冬休みの過ごし方

6 あなたは、どう考える 2 書きぞめ 1 情報化した社会と産業の発展（オリエンテーショ ン） 4 7 日本の音楽に親しもう 2 保健 1 26 心の中のりゅう 1 ２学期の振りかえり

2 冬の朝 6 情報産業とわたしたちのくらし 1 マット運動 1 27 銀のしょく台

2 情報を生かす産業

２学期

2 生活の中で詩を楽しもう 2 書きぞめ 3 情報を生かす産業 9 14 割合 2 7 電流が生み出す力 2 7 日本の音楽に親しもう 5 コロがるくんの旅 4 8 生活を支えるお金と物 3 保健 8 8 What would you like? 1 28 くずれ落ちただんボール箱 6 表現・発信(＋１) 3 学級文集を作ろう

2 方言と共通語 3 情報を生かすわたしたち(－１) 8 15 帯グラフと円グラフ 5 8 人のたんじょう 3 8 思いを表現に生かそう 5 走り幅跳び 1 29 アップするの？ 1 給食習慣

1 漢字の広場⑤ 1 わたしたちの生活と環境（オリエンテーション） 1 受けつがれる生命 4 跳び箱 1 30 この思いをフェルトペンにたくして 1 ３学期のめあて

6 想像力のスイッチを入れよう 2 自然災害を防ぐ

2 複合語

3 伝わる表現を選ぼう 2 用紙に対する文字の大きさと配列 3 自然災害を防ぐ 1 16 変わり方調べ 10 9 もののとけ方 3 8 思いを表現に生かそう 5 見つけて！ワイヤードリーム 2 8 生活を支えるお金と物 4 跳び箱 6 9 I love my town. 1 31 二十分間の出来事 6 表現・発信(＋１) 3 お世話になった先生方に感謝の気持ちを伝えよう

7 この本、おすすめします 1 学習のまとめ 4 わたしたちの生活と森林(－１) 9 17 正多角形と円周の長さ 2 歌いつごう 日本の歌/みんなで楽しく 3 9 暖かく快適に過ごす着方 5 鉄棒 1 32 お客様 1 もうすぐ5年生

1 提案しよう、言葉とわたしたち 1 環境を守るわたしたち 7 18 角柱と円柱 2 10 暖かく快適に過ごす住まい方 1 33 すれちがい

3 提案しよう、言葉とわたしたち(－２) 2 学習のまとめ 4 環境を守るわたしたち 2 考える力をのばそう 5 9 もののとけ方 2 歌いつごう 日本の歌/みんなで楽しく 3 見つけて！ワイヤードリーム 1 10 暖かく快適に過ごす住まい方 5 サッカー 4 P2 自分のことを伝えよう。 1 34 ペルーは泣いている 7 表現・発信(＋2) 1 学校をきれいに

1 日本語の表記 1 ●いかす 2 算数で読みとこう 2 11 いっしょにほっとタイム 1 35 アルソミトラの空 1 最高学年をむかえて

1 漢字の広場⑥ 5 ５年のふくしゅう

6 大造じいさんとガン

16 ★調整時数

３学期

年間

標準

19 1113 14 26 18 8

21 12

15 45 12

7 22 59 23

2012 39 65 41

12

28 28

24 1211 34 51 41 18 3617 24

20 22

135

４
月

５
月

６
月

７
月

８
・
９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

53

35

47

3530 95 175 105 50 50 60 90 70 35 85

35175 50 60 90 70 35 70100 175 105 50

国語
マイナス▽ １０時
間

総合
プラス🔺１５時間

社会
マイナス▽ ５時間

教師が連携し、複数の教科等の連携を図りながら授業をつくる。
【削減する時間例】
▽国語の単元内の「インタビューをして情報収集」、終末部分の「まとめ・発表」などの時間
▽社会の「森林」「食料生産」「情報収集・情報整理」などの時間
【増加する時間】
🔺総合の「体験的な学習」「インタビュー」「情報収集・整理分析」「発表」などの時間

2



区分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

各教科
の 授業
時数

国語
306
▽１５
（291）

315
▽１５
（300）

245
▽１0
（235）

245
▽１０
（235）

175
▽１０
（165）

175
▽１５
（160）

社会
70
▽５
（65）

90
▽５
（85）

100
▽５
（95）

105

算数 136 175 175 175 175 175

理科 90 105 105 105

生活
102

🔺１５
（117）

105

🔺１５
（120）

音楽 68 70 60 60 50 50

図画工作 68 70 60 60 50 50

家庭 60 55

体育 102 105 105 105 90 90

道徳の授業時数 34 35 35 35 35 35

外国語活動の
授業時数

35 35

総合的な学習の
時間の授業時数

70

🔺１５
（85）

70

🔺１５
（85）

70

🔺１５
（85）

70

🔺１５
（85）

特別活動の
授業時数

34 35 35 35 35 35

総授業時数 850 910 945 980 980 980

＜標準時数と本校の時数＞
（ ）が本校の時数 ▽時数減 🔺時数増
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4

＜年間指導計画へのSDGsの位置付け＞

年間指導計画にSDGsのアイコンを入れることで、SDGsへの意識づけ
と、17の目標を見える化することができる。本時の課題づくりや教材づく
りの材料とする。
（5年生の例）



各学年のESDカレンダー

1年生 ２年生 3年生

4年生 5年生 6年生

②評価してその改善を図っていくこと
夏季休業中に1学期の指導を振り返り、ESDカレンダーの作成を行うようす

各学年ごとの目指す児童像を前提に、総合的な
学習の時間を軸とし、教科等領域の相互の関連
性を構造化していく。学校・地域の実態、教科書
会社の違いを結びつけることで、効果的効率的
な学びの羅針盤とすることを目指している。

ESDカレンダーとは
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関係機関・役職名 氏名
国連システム合同監査団 監査官 ジェネーブ国連本部に赴任（前:国際連合日本政
府代表部大使）大阪大学大学院国際公共政策研究科 教授

星野 俊也 様

全国⼩中学校環境教育研究会 顧問（前:東京都多摩市立連光寺小学校校長） 棚橋 乾 様
埼玉県総合教育センター指導主事 浅見 寿文 様
JICA 地球ひろば 佐藤 秀樹 様
元ボリビア海外青年協力隊 渡辺 彩子 様
元ボリビア海外青年協力隊 山崎 麻里亜 様
現ボリビア海外青年協力隊 能地 尚子 様
草加市立稲荷小学校教頭 (前:草加市教育委員会指導課教育指導係長) 伊藤 真由美 様
草加市教育委員会指導課主査（兼）指導主事 溝井 俊裕 様
草加市役所自治文化部 みんなでまちづくり課 所長 間宮 友子 様
協働のひろば市民事務局 青柳 伊佐雄 様
友隣会 後藤 一彦 様
高砂住吉中央地区まちづくり市民会議 谷古宇 隆一 様
ＮＰＯ法人 子ども広場草加おやこ劇場 三澤 江津子 様
介護者支援の会 草加 酒井 斉 様
草加ローカルプロジェクト 安保 幸子 様
草加市ユニバーサルデザインアドバイザー 齋藤 幸子 様
草加市ユニバーサルデザインアドバイザー 青木 喬 様

総合政策部総合政策課課長補佐 夢田 章吾 様
総合政策部総合政策課主査 堀込 俊樹 様
総合政策部総合政策課主任 日髙 恵 様
総合政策部副部長（建築統括担当） 唐澤 博文 様
総合政策部庁舎建設室室長 金子 友弘 様
総合政策部庁舎建設室主査 牛山 博昭 様
議会事務局総括担当主査 浅井 悠太 様
議会事務局書記 中村 聡 様

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を
確保するとともにその改善を図っていくこと
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関係機関・役職名 氏名
草加あおぞら保育園 榎本 千尋 様
草加せざき保育園 石野 理津子 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 教授 米山 昌幸 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 島田 隼人 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 菅野 琴音 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 野崎 裕矢 様

獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 松森 智久 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 吉澤 涼 様
獨協大学外国語学科准教授 羽山 恵 様
UDダンス 北村 仁 様
UD推進講師（株式会社アークポイント） 寺島 薫 様
児童文学作家（おはなしSDGs「 飢餓をゼロに 走れトラック、ねがいをのせて」） 森埜 こみち 様
草加せんべい大馬屋 鈴木 弘道 様
草加せんべい小宮 小宮 務 様
セブンイレブン瀬崎１丁目店 北邑 英司 様
草加市文化観光課 吉田 蔵馬 様
草加市スポーツ健康都市記念体育館 藤掛様・荒井様
草加市役所 環境課 田端様・徳留様
谷塚児童センター 館長 川端 充 様
子ども食堂（こども応援団マイカ） 浜薗 浩美 様
就労継続支援B型あるる 黒子 志信 様

7

この他にもたくさん方々にご協力いただいております。ご協力に感謝申し上げます。また掲載順は順不
同でございます。ご理解のほどお願いいたします。

その他協力企業・団体・行政機関様
瀬崎小学校PTAの皆様
瀬崎小学校学校運営協議会の皆様
草加市民生委員の皆様
進栄化成株式会社（エコキャップ運動 協力企業）
草加あおぞら保育園 園児のみなさん
草加せざき保育園 園児のみなさん
ふれあい推進室の皆様
平成塾の皆様
草加市社会福祉協議会の皆様
瀬崎第１・２・３町会の皆様
瀬崎コミュニティセンターの皆様
瀬崎敬老会の皆様
埼玉県生態系保護協会の皆様
ふれあいひろば 瀬崎実行委員の皆様
青少年育成推進委員会の皆様



探究的な学習の過程

課題発見

整理分析

収
集

ま
と
め
表現

情報

文部科学省HPより
「今、求められる力を高める総合的な学習の
時間の展開」小学校編P19・20より
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整理・分析

探究的な学習の指導のポイント

情報の収集

課題設定

まとめ・表現

文部科学省HPより
「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」小学校編P２４～５８より
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他者と協働的なに学ぶということ

異なる視点
から検討

体験活動等を通して、発見してきた情報を改めて見つめ直し、互いの発見の共通
点や相違点に気付いたり、互いの発見の関連性を見付けたりする。「ここがもっと
知りたくなった、詳しく調べてみたいということはないだろうか。」と更に問い掛ける
ことで、「また探検に出かけてみたい。」「今度は詳しく調べてみたい」などと目的や
課題を明確にしていくことができる。

異なる視点を出し合い、検討していくことで、事象に対する認識が深まり、学習活動をさら
に探究的な学習へと高めていくことが考えられる。そのために、それぞれ異なる個性・興
味・関心をもっている児童同士で学ぶことには大きな意義がある。

文部科学省HPより
「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」小学校編P２０～２３より

１多様な情報を活用して協働的に学ぶ

２異なる視点から情報の収集

３個人の学習の深まり
協働的に学ぶことは、児童が自らの学習活動を振り返り、持続させ発展させるとともに、
一人一人の児童の考えを深め、自らの学習に対する自信と自らの考えに対する確信をも
たせることにもつながる。この学習と集団の学習が互いに響き合うことに十分配慮し、質の
高い学習を成立させることを目指す。

～主体的かつ協働的に～
児童が社会に出たときに直面する様々な問題のほとんどは、一人の力だけでは解決でき
ないもの、協働することでよりよく解決できるものである。しかし、問題を自分のこととして、
受け止め、よりよく解決するために自分が取り組もうとする主体性がなければ、協働は成り
立たない。
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学年の取組

１ はじめに

生活科の学習は、具体的な活動や体験から、気付きの質を高め、生活を豊かにしていくため

の資質・能力を育成することを目指している。１年生では、カリキュラムマネジメントを行う

ことで、児童の体験活動の時間を確保し、更に、児童の気付きから、授業を展開していく工夫

を行うことで、本校の目指す「粘り強い探究活動」と「協働的な学び」ができると考え、実践

を行った。

２ これまでの取組

（１）身近な自然での気付き

〇１年生は、毎年、一人一鉢の朝顔を育てる。種子から育てて、再び多くの種子ができるまで、

継続して観察を行う。種子から種子までのサイクルに気付く他に、花で色水を作ったり、つ

るで、リースを作ったりと自然のもので遊ぶことができるという気付きがあった。昨年度は、

「植木鉢に残った土は捨てるの。」という疑問から、「次のチューリップをそのまま植えて

よいか。」という話合いになり、それぞれが、見たり聞いたりしたことから意見を出し合い、

「残っている土に、栄養になる、葉っぱの腐ったのと、よい菌と肥料をまぜてつかう。」と

いう結論となった。子ども達は、自分の鉢の土に、それらを混ぜて、チューリップの球根を

植えた。

○学校の敷地にある木々の中から、自分の木を選び、「わたしの木・ぼくの木」として、季節

ごとの観察を行った。タブレットを利用して、写真として記録を残すことで、子ども達は、

自分の木の特徴や変化について見たままの様子で季節ごとに記録を残すことができた。

○「いきものとなかよし」では、「むしムシ調査隊」として、学校にいる虫を調べた。虫を捕

まえるのではなく、学校を住みかとしている虫たちの特徴を観察し、「なぜ、そこにいるの

か。」等について、自分の考えを発表し合うことで、虫には、体や好む場所に違いがあるこ

とに気付いた。更に、時期を経て、再度、観察に行くことで、気温によっても見られる虫に

違いがあることに、興味が広がっている。

（２） 「捨てるから創るへ」のあきまつり

○生活科の「あきまつり」に向けては、「SDGs キッズのあきまつり」と題して、自然のも

のと、SDGsの学びを生かした、「あきまつり」の計画を立てる。交流会で、瀬崎小学校の

ことを紹介したせざき保育園の園児たちを招いて、秋という季節の良さと、祭りの楽しさを

園児たちと共有するために、グループで試行錯誤しながら遊びを創り出す活動を行う。

３ 成果と課題

（１）成果

○児童の考えによる土の植え替えは、期待と不安の両方の気持ちを児童に与え、朝顔の時より

も、更に、興味をもって観察に行くようになった。「今日は、○○さんの芽がでてまし

た。」と喜び合う姿が見られ、最終的には、全員のチューリップが美しく咲き、自分たちの

考えで育てたという達成感を味わうことができた。

○タブレットと絵日記をを併用して、観察に使用することで、友達に自分の思いを伝える時に、

実際の写真を見せたり、指で指したりしながら、説明することができ、活動に広がりが見ら

れた。

（２）課題

○児童の視点からの授業展開は、予定時間や準備しておいたことに変更が生じることがあり、

時間や準備の調整が必要となる。

1年生
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学年の取組

１ はじめに

生活科の学習は、直接体験から、気付きの質を高め、生活の質を豊かにしていくための資質・

能力を育成することを目指している。２年生では、カリキュラムマネジメントを行うことで、児

童の体験活動の時間を確保し、更に、児童の気付きから、授業を展開していく工夫を行うことで、

本校の目指す「粘り強い探究活動」と「協働的な学び」ができると考え実践を行った。

２ これまでの取組

（１）捨てるから創るへ

２年生は、身近にある物を使って学習したり遊んだりする活動を通して、学習や遊びに使う物

を工夫して作り、児童が主体的に探究的な学習を行ってきた。

〇生活科「生きものなかよし大さくせん」では、空き容器を活用して虫かごをつくり、自分で捕

まえた昆虫をリサイクル虫かごの中で飼育観察することができた。どうしたら、昆虫が棲みや

すい環境になるのか試行錯誤しながら観察する姿が見られた。

〇算数科「水のかさのたんい」や、図画工作科「見つけたよ わたしのいろ水」では、ペットボ

トルやゼリーの空き容器を活用して順序立てて水のかさを比べたり、色水をつくったりしてそ

の面白さや不思議さに気付くと共に楽しみながら探究的な活動を行うことができた。

（２）パートナーシップ

身近な人々と関わることの楽しさが分かるとともに、進んでふれあい交流し、共に学ぼうとす

る児童をめざして意図的に協働的学びができる環境を設定してきた。

〇１年生との学校探検（異年齢との交流）では、入学して間もない１年生を気づかいながら、上

級生として学校内をしっかり案内しようと意欲的に活動することができた。

〇まちたんけん（他クラスとの交流）では、学年を３つのグループに分け、自分の行きたいコー

スを選び、様々な場所を見学する活動を通して、地域には様々な場所があり、様々な人がいて、

関わりあいながら生活していることに気がつくことができた。

３ 成果と課題

（１）成果

・教科等横断的学びができた。

・カリキュラムマネジメントを行うことで、他教科や他単元と関連させ児童にとって必然性の

ある学習ができた。

・SDGｓを意識付けすることができた。

（２）課題

・学びの連続…今年度限りの学習とするのではなく、継続して取り組んでいきたい。

２年生
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学年の取組

１ これまでの取組

（１） 草加市の歴史、産業、自然・環境について情報収集

・インターネットや図書資料、市の発信している動画等を用いて、草加市の歴史、産業、自

然・環境について情報収集を行った。

・町探検を通して、草加市の歴史、産業、自然・環境について、メモを取りながらの情報収集

を行った。

（２） 草加市の歴史や産業、自然・環境に触れる体験学習

・５月に町探検をして、学校の周りにある歴史や産業、自然・環境について学習した。

・毛長川や伝右川のフィールドワークを通して、水質を調べたり、生き物を探したりして、自

然や環境に触れ合った。

・綾瀬川（松並木）、旧日光街道散策をして、草加の歴史や自然について学んだ。

・歴史民俗資料館見学やせんべい焼き体験を通して、草加市の歴史や伝統産業について体験的

な学習をした。

２ 成果と課題

（１）成果

・町探検やフィールドワーク等の体験によって、児童が草加市の歴史、産業、自然・環境を身

近に感じ、主体的に活動に取り組むことができた。

・せんべい焼き体験を通して、伝統産業に携わる人々の努力や願いを感じ、発表内容が深まっ

た。

・歴史民俗資料館見学を通して、調べ学習では学べなかったことを体験的に学習することがで

きた。

（２）課題

・学習発表の際、学年の発達段階を考慮した発表形式になっていたか。

・情報量が多くなり、情報を整理したり分析したりすることが難しい児童が多かった。

3年生
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学年の取組

１ これまでの取組

（１）福祉の学習と他教科との連携

国語科「新聞をつくろう」では、レイアウトを工夫して初めて

２ 成果と課題

（１）成果

これまでの学習を通して、福祉についての児童の関心が高まってきた。UD講演会の後に

行った社会科見学では、最近できた清掃工場のUDとして工夫されている階段の二重の手すり

や、低い位置にある多目的トイレの開閉ボタン等を見つけ、喜んでいた。一方、古い建物であ

る浄水場では、階段が狭く、一段の段差も高く、手すりもないことに気づき、UDで建築する

ことの良さ実感することができた。

（２）課題

１学期に行った身体障がい者に対する学習は、児童にとって分かりやすく意欲的に学習に取

り組むことができた。２学期になりより身近にある福祉についての学習を始めたが、児童に

とっては身近な福祉について捉えにくく、イメージが難しいようだ。いかに身近な福祉に気づ

かせ、福祉を自分事として捉えさせていくかが今後の課題である。

4年生

【車いす、アイマスク白杖体験】 【障がい者スポーツ講座
（UDダンス）体験】

二人一組になり、車
いすで廊下や段差を
移動する体験やアイ
マスクを着けて、介
助者役の指示を聞き
ながら白状を頼りに
階段や廊下を歩いた。

講師を招き、手話で
のコミュニケーショ
ンやUDダンスの体験
を通して、障がい者
を取り巻く日常やス
ポーツ環境について
知り、関心をもった。

【ユニバーサルデザイン講演会】 【敬老会での手話を用いた歌の披露】

UD推進アドバイザー
を招きユニバーサルデ
ザインとは製品などが
年齢、性別、体つき、
文化の違いや障がいの
有無にかかわらず、誰
にとっても使いやすい
デザインであることを
学んだ。

福祉で学んだ手話を
しながら歌った「翼
をください」を日頃、
お世話になっている
敬老会の方々に感謝
の気持ちを込めて披
露した。

国語科「新聞をつくろう」では、レイアウトを工夫して初めて

新聞づくりを行い、効果的な表現方法として算数科で学習し

たグラフを用いた。完成した新聞を班の中で交流し、互いの

新聞の良さを伝え合った。社会科「ごみはどこへ」「水はどこ

から」では、清掃工場や浄水場は公共の福祉を充実させるた

めの施設であり、全ての人々に必要不可欠なものであるとい

うことを学習した。
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学年の取組

１ これまでの取組
（１）授業時数の弾力化に係る教科の関連について

各教科の弾力化を図り、総合的な学習の時間を多く設けて学習を進めた。総合的な
学習の時間の中間発表会に向けて、国語科の『みんなが過ごしやすい町へ』を弾力化
した。この単元では、「調べたことを正確に報告しよう」というねらいがある。報告
する文章の構成を考えることや、目的に応じて必要な資料を引用したり、写真や図表
を用いたりして、自分の考えと区別して書くことを、中間発表会のスライド作成に活
かした。

（２）各団体との連携
保護者と連携し、南アメリカ大陸のボリビアにある学校の中高生と、オンラインで

交流を行った。子どもたちがボリビアについて事前に調べた上で、疑問に思ったこと
を質問した。内容としては、ボリビアの食生活や、学校生活の様子、学校から帰った
後の暮らしの様子、環境を考えて行っていることなどがあった。一方、ボリビアから
の質問としては、日本の居住空間や道路の様子、自然との共存のしかた、学校で取り
組んでいる環境に関する取組についてなどがあった。
普段触れることのできない国の人たちと直接的に交流をすることで、自分たちとは

異なった環境や意識の違いを実感することができた。また、ボリビアの人たちとの交
流を機に、その後の学習で視野が広がった。中間発表を終えて、「ほかの市町村」
「ほかの都道府県」「ほかの国」「ほかの小学校」「ほかの企業」などに目を向ける
ようになった。環境問題についてどのように考え、どのような対策をとっているのか
を調べていく活動につながった。

２ 成果と課題
（１）成果

・タブレットの活用を通して、タイピング能力やスライド作成などICT活用能力の向
上を図ることができた。

・国語科の弾力化を通して、プレゼンテーション能力の向上を図ることができた。
・国語科の弾力化を通して、総合的な学習の時間で児童が自分たちで調べたいことを
調べるための充分な時間を確保することができた。

・ボリビアとの交流という学習環境を整えたことで、「ほかの団体などはどうなのだ
ろう」という探求心のある児童を育てることができた。

・中間発表に向けて協働的に活動したことを通して、自分や友だちの考えを受け入れ
る児童を育てることができた。

・埼玉県学力・学習状況調査において、前年から伸びた子の割合が89.5となり、県平
均より大きく上回った。

（２）課題
・各団体との日程調整が難しかった。
・児童によるICT活用能力の格差が
開いてしまった。

5年生
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学年の取組

１ これまでの取組

（１） 草加市役所との連携

「草加市協働のひろば運営会議」に参加している方を講師に迎え、それぞれの方がまちづく

りに関わるようになった経緯や活動内容について話を聞いた。「イベントを通じた地域住民の

交流」や「文化やアートによる人と人との繋がり」、「ヤングケアラー」など、まちづくりに

繋がる様々な話を伺い、草加市のために自分たちでもできることはあるという思いをもたせら

れた。

また、文化観光課観光交流係の方にも講師として来ていただいた。草加市の観光事業に関わ

る取組や主催団体など様々な情報を得ることができた。現状の取組にも課題点があることが分

かり、解決するための方法を協議していこうという気持ちが高まった。

（２） 様々な団体へのインタビューや施設見学

草加市のまちづくりの現状を知るために、「小宮のせんべい」、「草加市スポーツ健康都市

記念体育館」、「瀬崎コミュニティーセンター」、「大馬屋」などの団体にインタビューをし

た。それぞれのこだわりや未来に残していきたいことを聞くことができた。また、「セブンイ

レブン」や「草加市スポーツ健康都市記念体育館」を見学し、草加市をよりよくしようとしな

がら、様々な活動を行っていることを知ることができた。

（３） 獨協大学の学生とエコたわし作り

家庭科「クリーン大作戦」で学校をきれいにした経験から、さらにエコにも気をつけてきれ

いにする方法はないかと考える児童がいた。まちづくりについて研究している獨協大学生と連

携を図り、エコたわしを作った。学校の水道掃除や黒板の粉受掃除に使い、洗剤を使わなくて

もきれいにできることを実感することができた。また、「ふれあいひろば瀬崎」へ参加し、エ

コたわしづくりの体験コーナーを設け、広める実践を行った。

２ 成果と課題

（１）成果

・フィールドワークを効果的に取り入れることにより、草加市の現状をより深く知るとともに、

児童の「知りたい」「学びたい」意欲をより引き出すことができた。

・児童主体となって学習を進めることにより、地域の一員としての自覚をもつことができた。

・埼玉県学力・学習状況調査において、前年から伸びた子の割合が83.9となり、県平均より大き

く上回った。

（２）課題

・インターネットへの依存性が高く、課題解決の手段が単一的である。

・現状から課題を発見する能力が低く、調べたことをもとに新たな課題へ繋げることが難しい。

・目的や場面に応じた調べ活動の経験不足。

6年生
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学年の取組

１ これまでの取り組み

（１）SDGｓについて知り、興味のある事柄について調べる

・総合的な学習の時間を使い「SDGｓについて自分のできることを考えよう」を目標に立て

て学習を進めた。

・SDGｓについての本やＮＨＫの動画やユニセフのワークシートを活用しながら、これまで

学習したことを思い出しながら、自分の興味や生活に関わる項目を選び学んだことを、ポ

スターやかるた、すごろくにして学校全体や地域に広める活動を考えた。

・考えをまとめ、スライドを作成し、ひまわり学級内で発表した。

・考えを広めるために掲示物を作成し、廊下や外掲示板に掲示して全校に考えを発信した。

（２）自分たちにできることを考えて、実行する

・「海の豊かさを守ろう」に関連して、身の回りのプラスチック製品について調べ、お菓子

の袋やペットボトルのラベルを使って壁画を制作した。

・「つくる責任つかう責任」に関連して、着古したTシャツを再利用してエコバッグを製作

した。

２ 成果と課題

（１）成果

・書籍やＩＣＴを活用し、それぞれが興味を持った目標についての問題点や課題点を考えグ

ループで話し合い発表することができた。一人では難しいことも異学年で協力し、学ぶこ

とで自信がつき主体的な学びへとつながった。

・課題に対して具体的に実践する方法を考え発表ができた。

・教師主導の学習ではなく、映像やＩＣＴを使いながら自分でできることを考えた。（着ら

れなくなった洋服を使い「ナプキンやバッグを作ろう。」や「いらないタオルを使って、

雑巾にしよう。」や「ペットボトルキャップを使い世界を救おう～キャップを使い遊ぶ

～」）子供も楽しみながら、生活の身近なこととして感じ楽しんで活動ができた。

（２）課題

・授業中や制作したその時だけで活動が終わってしまい、日常生活で意識をすることが課題

である。

ひまわり学級
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